
2020 年 4 月 26 日主日礼拝 
 
招詞：ペテロの手紙第一 1 章 13 節 
「ですから、あなたがたは心を引き締め、身を慎み、イエス・キリストが

現れるときに与えられる恵みを、ひたすら待ち望みなさい。」 

賛美：教会福音讃美歌 142 

１．キリスト・イェスは ハレルヤ よみがりの主 ハレルヤ 
歓喜の声は ハレルヤ 天地よ歌え ハレルヤ 

２．十字架の死こそ ハレルヤ 贖いのわざ ハレルヤ 
御国の門は ハレルヤ 今開かれる ハレルヤ 

３．栄光の主は ハレルヤ 死を打ち破る ハレルヤ 
空の墓こそ ハレルヤ 救いの成就 ハレルヤ 

４．われらもやがて ハレルヤ 天に上げられ ハレルヤ 
きよい衣で ハレルヤ み神をあおぐ ハレルヤ 

５．戦い終わり ハレルヤ 勝利を歌え ハレルヤ 
もろ手をあげて ハレルヤ 喜び祝え ハレルヤ 

賛美：教会福音讃美歌 370 
＊あなたのリズムに合わせ あなたの力を受けて 
 あなたの光の中で 私は よろこび おどる 
 あなたの恵みにあふれ あなたのことばに頼り 
 あなたが来られる日まで 私は よろこび おどり 

１．いのちのリズム 星と季節も 喜び めぐる 
  子どものように あなたを見上げ 私も喜ぶ 主を 

２．私の手足 口のことばも あなたに向かい 
  力の限り あなたを見つめ 讃美をささげる 主に 

頌栄：教会福音讃美歌 274 
 父なる神と 御子なるイェスと 聖き 御霊の ひとつなる主に 
 御栄えあれ とわに アーメン とわに アーメン 

 

 

聖書：創世記 1 章 1 節～2 章 3 節 
はじめに神が天と地を創造された。地は茫漠として何もなく、闇が大水の面の上にあり、

神の霊がその水の面を動いていた。神は仰せられた。「光、あれ。」すると光があった。

神は光を良しと見られた。神は光と闇を分けられた。神は光を昼と名づけ、闇を夜と名

づけられた。夕があり、朝があった。第一日。神は仰せられた。「大空よ、水の真っただ

中にあれ。水と水の間を分けるものとなれ。」神は大空を造り、大空の下にある水と大

空の上にある水を分けられた。すると、そのようになった。神は大空を天と名づけられ

た。夕があり、朝があった。第二日。神は仰せられた。「天の下の水は一つの所に集ま

れ。乾いた所が現れよ。」すると、そのようになった。神は乾いた所を地と名づけ、水

の集まった所を海と名づけられた。神はそれを良しと見られた。神は仰せられた。「地

は植物を、種のできる草や、種の入った実を結ぶ果樹を、種類ごとに地の上に芽生えさ

せよ。」すると、そのようになった。地は植物を、すなわち、種のできる草を種類ごと

に、また種の入った実を結ぶ木を種類ごとに生じさせた。神はそれを良しと見られた。

夕があり、朝があった。第三日。神は仰せられた。「光る物が天の大空にあれ。昼と夜

を分けよ。定められた時々のため、日と年のためのしるしとなれ。また天の大空で光る

物となり、地の上を照らすようになれ。」すると、そのようになった。神は二つの大き

な光る物を造られた。大きいほうの光る物には昼を治めさせ、小さいほうの光る物には

夜を治めさせた。また星も造られた。神はそれらを天の大空に置き、地の上を照らさせ、

また昼と夜を治めさせ、光と闇を分けるようにされた。神はそれを良しと見られた。夕

があり、朝があった。第四日。神は仰せられた。「水には生き物が群がれ。鳥は地の上、

天の大空を飛べ。」神は、海の巨獣と、水に群がりうごめくすべての生き物を種類ごと

に、また翼のあるすべての鳥を種類ごとに創造された。神はそれを良しと見られた。神

はそれらを祝福して、「生めよ。増えよ。海の水に満ちよ。鳥は地の上に増えよ」と仰

せられた。夕があり、朝があった。第五日。神は仰せられた。「地は生き物を種類ごと

に、家畜や、這うもの、地の獣を種類ごとに生じよ。」すると、そのようになった。神

は、地の獣を種類ごとに、家畜を種類ごとに、地面を這うすべてのものを種類ごとに造

られた。神はそれを良しと見られた。神は仰せられた。「さあ、人をわれわれのかたち

として、われわれの似姿に造ろう。こうして彼らが、海の魚、空の鳥、家畜、地のすべ

てのもの、地の上を這うすべてのものを支配するようにしよう。」神は人をご自身のか

たちとして創造された。神のかたちとして人を創造し、男と女に彼らを創造された。神

は彼らを祝福された。神は彼らに仰せられた。「生めよ。増えよ。地に満ちよ。地を従

えよ。海の魚、空の鳥、地の上を這うすべての生き物を支配せよ。」神は仰せられた。

「見よ。わたしは、地の全面にある、種のできるすべての草と、種の入った実のあるす

べての木を、今あなたがたに与える。あなたがたにとってそれは食物となる。また、生

きるいのちのある、地のすべての獣、空のすべての鳥、地の上を這うすべてのもののた

めに、すべての緑の草を食物として与える。」すると、そのようになった。神はご自分

が造ったすべてのものを見られた。見よ、それは非常に良かった。夕があり、朝があっ

た。第六日。こうして天と地とその万象が完成した。神は第七日に、なさっていたわざ

を完成し、第七日に、なさっていたすべてのわざをやめられた。神は第七日を祝福し、

この日を聖なるものとされた。その日に神が、なさっていたすべての創造のわざをやめ

られたからである。             聖書 新改訳 2017©2017 新日本聖書刊行会 


